
平成２８年度 第２回 大垣市障がい者の暮らしを支える協議会 議事要旨 

 

平成２８年１１月８日（火） 

１０：３０～１２：００ 

大垣市役所 ３階 合同委員会室 

出席者：１１名 欠席者：７名 

 

１ 福祉部長あいさつ 

 

２ 大垣市第三次障害者計画の素案について（事務局） 

  →別紙資料１～３による 

 ・基本理念や施策目標に含まれている「互いの個性を尊重した」の背景について 

  →「障害者差別解消法」の施行を背景に、障がいのある人もない人もお互いにという

考えで「互いの」という文言を入れた。 

 

    ・素案の 59ページ「施策目標 4」の説明に「互いの個性を尊重したひとにやさしいバリ

アフリー社会を実現するために」に関する文章がない。 

→説明文について、検討・見直しを図る。 

 

・重度心身障害者（児）や強度行動障がいの方に対する支援についての取り組みを施策

に取り入れてほしい。 

  →施策番号４０番、４３番で医療的ケアが必要な方への対応を進めていきたい。また、

市内に強度行動障がいの方の受け入れができる事業所を増やしていけるような働き

かけについて検討したい。 

 

・事業所における人材不足について、人材の確保について市からも応援していただきた

い。 

 

・現行の計画の評価はどのように行われているのか。 

→毎年度、各事業についての年次計画を立てて、年度末にその事業の実績を各課に報

告してもらい、その結果を策定・評価委員会にて公表している。 

 

・平成２７年度から急増した放課後等デイサービス事業の質の向上について取り上げて

いただきたい。 

→放課後等デイサービスの質の向上については、施策番号３２で、またサービス全体

の質の向上としては施策番号７で掲載し、サービスの質の向上を目指したい。 



 

３ その他（サービスの受給者証のサイズ変更について） 

・現在のＡ４サイズよりも障害者手帳のサイズ（Ｂ７）のほうが持ち運びやすく、管

理もしやすいのでよい。 

・変更や更新時には、タックシールに印字したものを貼っていただくことになる。 

・地域生活支援事業についてもＢ７サイズで対応する。 

 

→平成２９年度予算に計上し、予算が通れば実施に向けて進めていく。 


